
2022年 1月 23日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒40番（旧 50番） 

『主イエスはわがため』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 3:16節（OH兄） 

『あなたがたを罪に陥らないように守り、また、喜びにあふれて非のうちどころのない者として、栄光に輝く

御前に立たせることができる方、わたしたちの救い主である唯一の神に、わたしたちの主イエス・キリストを

通して、栄光、威厳、力、権威が永遠の昔から、今も、永遠にいつまでもありますように、アーメン。』 

 

礼拝讃美歌⇒438番（聖歌 392番） 

『神はひとり子を』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 15:3~7節（MM姉） 

『そこで、イエスは次のたとえを話された。「あなたがたの中に、百匹の羊を持っている人がいて、その一匹

を見失ったとすれば、九十九匹を野原に残して、見失った一匹を見つけ出すまで捜し回らないだろうか。そし

て、見つけたら、喜んでその羊を担いで、家に帰り、友達や近所の人々を呼び集めて、『見失った羊を見つけ

たので、一緒に喜んでください』と言うであろう。言っておくが、このように、悔い改める一人の罪人につい

ては、悔い改める必要のない九十九人の正しい人についてよりも大きな喜びが天にある。」』 

 

礼拝讃美歌⇒84番（旧 30番） 

『良き羊飼いは』 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 8:31b~35節（SK兄） 

『もし神がわたしたちの味方であるならば、だれがわたしたちに敵対できますか。わたしたちすべてのために、

その御子をさえ惜しまず死に渡された方は、御子と一緒にすべてのものをわたしたちに賜らないはずがありま

しょうか。だれが神に選ばれた者たちを訴えるでしょう。人を義としてくださるのは神なのです。だれがわた

したちを罪に定めることができましょう。死んだ方、否、むしろ、復活させられた方であるキリスト・イエス

が、神の右に座っていて、わたしたちのために執り成してくださるのです。だれが、キリストの愛からわたし

たちを引き離すことができましょう。艱難か。苦しみか。迫害か。飢えか。裸か。危険か。剣か。』 

 

 

 

 



《パン裂き》 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11:23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

礼拝讃美歌⇒142番（旧 58番） 

『渡されたもう』 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒ヨハネの手紙一 4:20~21節（TM兄） 

『「神を愛している」と言いながら兄弟を憎む者がいれば、それは偽り者です。目に見える兄弟を愛さない者

は、目に見えない神を愛することができません。神を愛する人は、兄弟をも愛すべきです。これが、神から受

けた掟です。』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 25:31~40節 

『「人の子は、栄光に輝いて天使たちを皆従えて来るとき、その栄光の座に着く。そして、すべての国の民が

その前に集められると、羊飼いが羊と山羊を分けるように、彼らをより分け、羊を右に、山羊を左に置く。そ

こで、王は右側にいる人たちに言う。『さあ、わたしの父に祝福された人たち、天地創造の時からお前たちの

ために用意されている国を受け継ぎなさい。お前たちは、わたしが飢えていたときに食べさせ、のどが渇いて

いたときに飲ませ、旅をしていたときに宿を貸し、裸のときに着せ、病気のときに見舞い、牢にいたときに訪

ねてくれたからだ。』すると、正しい人たちが王に答える。『主よ、いつわたしたちは、飢えておられるのを見

て食べ物を差し上げ、のどが渇いておられるのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。いつ、旅をしておられ

るのを見てお宿を貸し、裸でおられるのを見てお着せしたでしょうか。いつ、病気をなさったり、牢におられ

たりするのを見て、お訪ねしたでしょうか。』そこで、王は答える。『はっきり言っておく。わたしの兄弟であ

るこの最も小さい者の一人にしたのは、わたしにしてくれたことなのである。』』 

 

聖書⇒マルコによる福音書 25:31~40節 

『「人の子は、栄光に輝いて天使たちを皆従えて来るとき、その栄光の座に着く。そして、すべての国の民が

その前に集められると、羊飼いが羊と山羊を分けるように、彼らをより分け、羊を右に、山羊を左に置く。そ

こで、王は右側にいる人たちに言う。『さあ、わたしの父に祝福された人たち、天地創造の時からお前たちの

ために用意されている国を受け継ぎなさい。お前たちは、わたしが飢えていたときに食べさせ、のどが渇いて



いたときに飲ませ、旅をしていたときに宿を貸し、裸のときに着せ、病気のときに見舞い、牢にいたときに訪

ねてくれたからだ。』すると、正しい人たちが王に答える。『主よ、いつわたしたちは、飢えておられるのを見

て食べ物を差し上げ、のどが渇いておられるのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。いつ、旅をしておられ

るのを見てお宿を貸し、裸でおられるのを見てお着せしたでしょうか。いつ、病気をなさったり、牢におられ

たりするのを見て、お訪ねしたでしょうか。』そこで、王は答える。『はっきり言っておく。わたしの兄弟であ

るこの最も小さい者の一人にしたのは、わたしにしてくれたことなのである。』』 

 

聖書⇒ヨハネの手紙一 4:10節 

『わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して、わたしたちの罪を償ういけにえとして、御

子をお遣わしになりました。ここに愛があります。』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 3:16節 

『あなたがたを罪に陥らないように守り、また、喜びにあふれて非のうちどころのない者として、栄光に輝く

御前に立たせることができる方、わたしたちの救い主である唯一の神に、わたしたちの主イエス・キリストを

通して、栄光、威厳、力、権威が永遠の昔から、今も、永遠にいつまでもありますように、アーメン。』 

 

聖書⇒ヨハネの黙示録 21:3~4節 

『そのとき、わたしは玉座から語りかける大きな声を聞いた。「見よ、神の幕屋が人の間にあって、神が人と

共に住み、人は神の民となる。神は自ら人と共にいて、その神となり、彼らの目の涙をことごとくぬぐい取っ

てくださる。もはや死はなく、もはや悲しみも嘆きも労苦もない。…』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 20:1~16節（KH兄） 

『「天の国は次のようにたとえられる。ある家の主人が、ぶどう園で働く労働者を雇うために、夜明けに出か

けて行った。主人は、一日につき一デナリオンの約束で、労働者をぶどう園に送った。また、九時ごろ行って

みると、何もしないで広場に立っている人々がいたので、『あなたたちもぶどう園に行きなさい。ふさわしい

賃金を払ってやろう』と言った。それで、その人たちは出かけて行った。主人は、十二時ごろと三時ごろにま

た出て行き、同じようにした。五時ごろにも行ってみると、ほかの人々が立っていたので、『なぜ、何もしな

いで一日中ここに立っているのか』と尋ねると、彼らは、『だれも雇ってくれないのです』と言った。主人は

彼らに、『あなたたちもぶどう園に行きなさい』と言った。夕方になって、ぶどう園の主人は監督に、『労働者

たちを呼んで、最後に来た者から始めて、最初に来た者まで順に賃金を払ってやりなさい』と言った。そこで、

五時ごろに雇われた人たちが来て、一デナリオンずつ受け取った。最初に雇われた人たちが来て、もっと多く

もらえるだろうと思っていた。しかし、彼らも一デナリオンずつであった。それで、受け取ると、主人に不平

を言った。『最後に来たこの連中は、一時間しか働きませんでした。まる一日、暑い中を辛抱して働いたわた

したちと、この連中とを同じ扱いにするとは。』主人はその一人に答えた。『友よ、あなたに不当なことはして

いない。あなたはわたしと一デナリオンの約束をしたではないか。自分の分を受け取って帰りなさい。わたし

はこの最後の者にも、あなたと同じように支払ってやりたいのだ。自分のものを自分のしたいようにしては、

いけないか。それとも、わたしの気前のよさをねたむのか。』このように、後にいる者が先になり、先にいる

者が後になる。」』 



 

礼拝讃美歌⇒490番（旧 276番） 

『尊きかなわれさえ』 

 

 

 

《建徳要旨》 

 

①  

 

②  

 


